
　主催

現代ガラス展実行委員会・山陽小野田市・山陽小

野田市教育委員会

（後援団体として、文化庁、山口県、マスコミ

　各社を予定しています。）

　応募資格

●日本在住で（国籍不問）４５歳以下の方

　　　　　　　　　（平成２１年１月１日現在）

　応募作品の規定

●ガラス立体造形作品（ただし、ステンドグラス

　の平面作品は対象外）

●作品のサイズは、高さ80cm×幅80cm×奥行

　80cmの空間に収まること。

　（作品のサイズが規定を超えている場合は、

　　審査の対象外とします。）

●応募作品は１人１点とし、未発表の作品である

　こと。

　賞 

大　　賞　 １点　賞状及び副賞　１００万円

優 秀 賞 　１点　賞状及び副賞　　３０万円

市 長 賞 　１点　賞状及び副賞　　２０万円

審査員賞　 ５点　賞状及び副賞　　１０万円

※大賞作品については、実行委員会に寄贈してい

ただくことが条件となります。

　審査員（順不同・敬称略）

審査員長　横　山　尚　人

　　　　（ガラス造形家・日本ガラス工芸協会理事）

審査員　　井　土　　　誠　

　　　　　　　　　　　　（下関市立美術館館長）

　　　　　隈　　　研　吾　

　　　　　　　　　（建築家・慶応義塾大学教授）

　　　　　土　屋　良　雄

　　　　　　　（サントリー美術館企画委員・　

　　　　　　　　　　日本ガラス工芸学会理事）

　　　　　十二代　三　輪　休　雪　（陶芸家）

　応募方法

●応募者は、出品申込書に日本語で必要事項を記

　入し、①・②を同封して実行委員会事務局宛に

　送付してください。

　①作品のカラースライド　1枚

　　　　　（図録用、35mm判、マウントしたもの）

　※氏名、作品名、天地裏表を必ず明記すること。

　②顔写真　1枚（図録用、縦3cm×横2.5cm）

　※裏面には氏名を必ず明記してください。

●サイズの記載が不明確で規定以内かどうかの

　確認ができない場合は、審査の対象としません。

　出品申込書の指定のサイズの単位に注意して

　記入してください。

●天地裏表の記載の不備により、図録作成におい

　て写真の裏焼き等があっても、実行委員会は責

　任を負いません。

●応募していただいたスライドは返却いたしま

　せん。

●出品申込書は、本市のホームページからダウン

　ロードできます。

　出品料

●出品料　５，０００円

●振込手数料　応募者負担

●振込期間　平成２１年４月１日（水）〜４月２４日（金）

　までに振込みを完了してください。

●振込先　山口県信用組合本店

　

　※入金後は、返金いたしませんのでご了承下　

　　さい。

　作品審査

●審査日程　平成２１年５月１３日（水）

　　　　　　　　　　〜５月１４日（木）

●審査方法　審査員による現物審査をします。

●審査結果　応募者に書面で通知します。

　作品搬入について

●期間　平成２１年５月７日（木）

　　　　　　　　〜５月９日（土)　必着

●場所　〒７５３−０８７１

　　　　山口県山口市

　　　　朝田字流通センター６０１−２３

　　　　　日本通運（株）防府支店

　　　　　　山口輸送引越センター　

　　　　　　「現代ガラス展」係

　　TEL　０８３−９２３−０２３０

　　FAX　０８３−９２３−８４９５

●受付時間　９時〜１７時

●作品の搬入に要する費用は応募者の負担とし

　ます。

●応募者自らが搬入する場合は、作品預かり証を

　交付いたします。

●搬入までの輸送中及び開梱時の破損・紛失につ

　いては、実行委員会は責任を負いません。　

　必要な場合は応募者が搬入先到着までの保険

　を付与してください。

●破損の有無を確認する為の写真（Ｌ版以上）を

　作品に添付して下さい。

●規定外の応募作品の返送料は応募者の負担と

　なります。

　展示

●入選作品は「第４回現代ガラス展in山陽小野田」

　にて展示します。

●会期　平成２１年７月１７日（金）

　　　　　　　　〜８月１６日（日）

応募申込締切（当日消印有効）

平成２１年４月２４日（金）

開催にあたり 

　山陽小野田市は古くから窯業と深いかかわりがあり、公設ガラス工房の設立や三年に一

度の現代ガラス展を開催するなど、ガラスをコンセプトにしたまちづくりに取り組んでい

ます。

　平成１３年から始まったこの公募展は、本市出身のガラス作家竹内傳治氏の遺志を受け

４５歳以下という年齢制限を設けており、平成１８年に開催した第３回では、受賞８作品

のうち５作品を２０代の作家で占め、若手ガラス作家の登竜門的コンペティションとして

の評価も高まっています。

　特に、山口県で開催された国民文化祭に併せた前回は、過去最多の出品があり、会場は

様々な技法で表現された大胆なガラスの造形美に彩られ、大好評のうちに幕を閉じました。

　第４回となる今回も前回以上に活気あふれるガラス展とし、ガラス文化とまちの魅力を

なお一層、全国に発信してまいります。　全国から多数のご応募をお待ちしています。
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